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ア
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ア
ブ
ド
・
ア
ッ
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ラ
テ
ィ
ー
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の
生
涯

︱
︱
ス
ー
ダ
ン
﹁
一
九
二
四
年
革
命
﹂
の
社
会
的
背
景
分
析
の
素
材
と
し
て
︱
︱　
︵
上
︶

栗　

田　

禎　

子

は
じ
め
に

　

ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フʻ

A
lī ̒

A
bd al-Lat

4īf

︵
一
八
九
六
頃
～
一
九
四
八
︶
は
、
一
九
二
四
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民

地
支
配
下
に
あ
っ
た
ス
ー
ダ
ン
で
起
き
た
﹁
一
九
二
四
年
革
命
﹂
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
組
織
﹁
白
旗
同
盟
﹂
の
指
導
者

だ
っ
た
人
物
で
あ
る
。﹁
一
九
二
四
年
革
命
﹂
は
ス
ー
ダ
ン
近
現
代
史
研
究
の
中
で
は
、
通
常
、
同
国
初
の
︵
近
代
的
な
意
味
で
の
︶
民

族
運
動
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

　

彼
は
同
時
に
、
そ
の
出
自
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
当
時
の
英
当
局
が
﹁
脱
部
族
化
し
た
黒
人
﹂︵“negroid but de-tribalized ”

︶
と
呼

ん
だ
人
々
、
す
な
わ
ち
南
部
や
ヌ
バ
山
地
と
い
っ
た
、
ス
ー
ダ
ン
国
内
で
周
縁
的
位
置
に
置
か
れ
た
地
域
︵
そ
れ
は
歴
史
的
経
緯
か
ら
、

ア
ラ
ビ
ア
語
や
イ
ス
ラ
ー
ム
が
浸
透
し
て
い
な
い
地
域
と
一
致
し
て
い
た
︶
出
身
で
は
あ
る
が
、
親
の
代
に
奴
隷
と
し
て
北
部
に
連
れ
て

来
ら
れ
た
た
め
、
父
祖
の
地
と
の
社
会
的
紐
帯
を
持
た
な
い
者
、
に
該
当
す
る
。
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筆
者
は
既
に
別
稿
に
お
い
て
﹁
一
九
二
四
年
革
命
﹂
の
性
格
を
検
討
し
、
特
に
﹁
白
旗
同
盟
﹂
に
お
け
る
﹁
民
族
﹂
概
念
の
構
造
︱
︱

そ
れ
は
﹁
ス
ー
ダ
ン
民
族
主
義
﹂
を
掲
げ
る
と
同
時
に
﹁
ナ
イ
ル
河
谷
の
統
一
﹂︵
＝
エ
ジ
プ
ト
と
の
統
一
︶
を
唱
え
る
と
い
う
一
見
矛

盾
し
た
も
の
で
あ
っ
た
︱
︱
の
分
析
を
試
み
た
（
（
（

。

　

ま
た
、
別
の
機
会
に
は
、
ス
ー
ダ
ン
近
現
代
史
上
に
お
け
る
﹁
脱
部
族
化
し
た
黒
人
﹂
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
介
し
て
過
去
百

数
十
年
間
の
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
社
会
変
容
の
諸
相
に
検
討
を
加
え
た（

（
（

。

　

本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
筆
者
が
行
な
っ
て
き
た
こ
の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
い
わ
ば
統
合
す
る
形
で
、
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ

テ
ィ
ー
フ
と
い
う
、﹁
ス
ー
ダ
ン
民
族
主
義
﹂
の
初
期
の
唱
道
者
で
あ
る
と
同
時
に
﹁
脱
部
族
化
し
た
黒
人
﹂
で
も
あ
っ
た
人
物
の
生
涯

を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
人
物
の
生
涯
を
詳
し
く
知
る
こ
と
は
、
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
民
族
運
動
の
展
開
を
考
え
る
上

で
も
、
ま
た
、
そ
の
背
後
に
あ
っ
た
社
会
的
現
実
を
理
解
す
る
上
で
も
重
要
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ

テ
ィ
ー
フ
の
一
生
を
で
き
る
だ
け
包
括
的
に
、
具
体
的
事
実
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
復
元
・
提
示
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
い
。

　

ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
が
近
現
代
ス
ー
ダ
ン
政
治
史
上
、
最
も
重
要
な
人
物
の
一
人
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な

い
が
、
意
外
な
こ
と
に
、
彼
の
詳
細
な
伝
記
は
欧
米
の
ス
ー
ダ
ン
研
究
に
お
い
て
も
、
あ
る
い
は
独
立
後
の
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
自
国
史

研
究
の
中
で
も
書
か
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
、﹁
一
九
二
四
年
革
命
﹂
以
降
の
ス
ー
ダ
ン
で
生
じ
た

歴
史
的
・
社
会
的
環
境
の
変
容
の
結
果
、
現
在
の
ス
ー
ダ
ン
の
知
識
人
た
ち
に
は
ア
リ
ー
の
生
涯
を
追
体
験
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
に
起
因
す
る
か
も
し
れ
な
い
。︵
別
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
︶
一
九
三
〇
年
代
以
降
英
当
局
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ

た
﹁
南
部
政
策
﹂
の
結
果
、﹁
脱
部
族
化
﹂
し
た
人
々
が
新
規
に
北
部
に
流
入
す
る
道
は
断
た
れ
、
結
果
と
し
て
一
九
四
〇
年
代
末
ま
で

に
は
、﹁
脱
部
族
化
し
た
黒
人
﹂
が
ス
ー
ダ
ン
社
会
に
お
い
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
現
象
は
︵
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
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形
で
は
︶
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
英
植
民
地
支
配
初
期
に
生
き
た
﹁
脱
部
族
化
し
た
﹂
将
校
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ

テ
ィ
ー
フ
の
一
生
は
、
現
在
、
北
部
ス
ー
ダ
ン
の
知
識
人
に
と
っ
て
も
、
あ
る
い
は
南
部
ス
ー
ダ
ン
の
知
識
人
に
と
っ
て
も
、
感
情
移
入

し
に
く
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

結
果
と
し
て
、
ア
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
彼
が
民
族
運
動
の
著
名
な
指
導
者
だ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
時
に
は
彼
が
そ
の

出
自
の
点
で
は
﹁
脱
部
族
化
し
た
黒
人
﹂
だ
っ
た
こ
と
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
は
す
る
が
、
彼
を
取
り
巻
い
て
い
た
社
会
的
環
境
に
関
す
る

具
体
的
イ
メ
ー
ジ
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
、
と
い
う
状
況
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
彼
は
ど
の
程
度
ま
で
﹁
黒
人
﹂
で
あ
り
、﹁
脱

部
族
化
﹂
し
て
い
た
の
か
？
︵
言
い
換
え
れ
ば
、
彼
が
非
ア
ラ
ブ
地
域
出
身
者
の
子
孫
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ど
の
程
度
ま
で
そ
の
人
生

に
影
響
を
与
え
た
の
か
？　

ど
の
程
度
ま
で
彼
は
、﹁
部
族
﹂
的
秩
序
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
た
の
か
？　

ま
た
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な

﹁
脱
部
族
化
﹂
状
態
は
、
当
時
の
ス
ー
ダ
ン
社
会
に
お
い
て
例
外
的
な
も
の
だ
っ
た
の
か
？
︶﹁
脱
部
族
化
し
た
黒
人
﹂
の
社
会
的
地
位
は

実
際
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
？

　

ま
た
、
ア
リ
ー
の
文
化
的
素
養
・
背
景
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
彼
の
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
対
す
る
姿
勢
、
他
方
で

ス
ー
ダ
ン
国
内
の
非
ア
ラ
ブ
地
域
︵
南
部
や
ヌ
バ
山
地
︶
に
対
す
る
姿
勢
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？　

エ
ジ
プ
ト
に

対
す
る
彼
の
立
場
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
？　

そ
の
背
後
に
は
ど
の
よ
う
な
個
人
的
体
験
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
立
場
は
ど
の
よ
う

な
歴
史
的
・
政
治
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
表
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
？　

マ
フ
デ
ィ
ー
運
動
に
つ
い
て
は
、
ア
リ
ー
は
何
ら
か

の
評
価
を
下
し
て
い
た
の
か
？
︱
︱
こ
れ
ら
の
重
要
な
問
い
に
答
え
る
前
提
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
は
そ
の
手
が
か
り
と
な
る
具
体

的
事
実
を
で
き
る
限
り
集
め
、
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

以
下
の
叙
述
は
、
主
と
し
て
二
種
類
の
史
料
・
情
報
源
に
拠
っ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
の
国
立
文
書
館
や
ロ
ン
ド
ン
の
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公
文
書
館
︵
Ｐ
Ｒ
Ｏ
︶
等
に
保
存
さ
れ
て
い
る
英
当
局
側
の
資
料
︵
公
安
関
係
の
報
告
書
等
︶
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
で
あ
り
、
こ
れ
は

　
︵
１
︶
筆
者
が
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
の
親
族
︵
具
体
的
に
は
彼
の
い
と
こ
の
息
子
で
あ
り
、
娘
婿
と
も
な
っ
た
ム

ハ
ン
マ
ド
・
フ
サ
イ
ン
・
リ
ー
ハ
ー
ン M

uh

4am
m

ad H

4usayn Rīh

4ān

、
お
よ
び
そ
の
娘
で
あ
る
ド
ゥ
ッ
リ
ー
ヤ D

urrīya 

と
サ

ル
ワ  Salw

a
︶
に
対
し
一
九
八
六
～
八
七
年
お
よ
び
一
九
九
五
年
に
行
な
っ
た
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー

　
︵
２
︶
筆
者
が
ア
リ
ー
の
知
人
お
よ
び
そ
の
子
孫
に
対
し
行
な
っ
た
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー

　
︵
３
︶
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
大
学
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
研
究
所
に
よ
っ
て
一
九
七
二
年
に
ア
リ
ー
の
妻
ア
ー
ッ
ザ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ

ダ
ッ
ラ
ー al- ‘Ā

zza M
uh

4am
m

ad ‘A
bdallāh 

に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
録

か
ら
成
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
ら
は
全
く
性
格
を
異
に
す
る
史
資
料
で
あ
り
、
点
検
・
照
合
し
て
事
実
に
迫
る
作
業
は
慎
重
に
行
な
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
特
に
英
当
局
側
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
記
録
を
用
い
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
記
録
に
、
英
植
民
地
支
配
に
対
す
る
抵

抗
運
動
を
指
導
し
た
人
物
に
対
す
る
敵
意
、
バ
イ
ア
ス
が
︵
当
然
の
こ
と
な
が
ら
︶
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
念
頭
に
置
い
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、
紙
幅
の
関
係
上
、
叙
述
は
上
下
二
回
に
分
け
て
行
な
い
、
本
稿
︵
上
︶
で
は
、
ア
リ
ー
の
人
生
を
そ
の
出
生
以
来
、
一
九
二
〇

年
代
に
政
治
活
動
を
開
始
す
る
ま
で
の
時
期
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。﹁
一
九
二
四
年
革
命
﹂
お
よ
び
そ
の
後
の
経
過
に
関
し

て
は
、﹁
下
﹂
で
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。
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一　

ハ
ン
ダ
ク
と
い
う
町

　

ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
の
両
親
は
共
に
、
北
部
ス
ー
ダ
ン
の
ハ
ン
ダ
ク al-K

handaq 

と
い
う
町
に
暮
ら
し
て
い
た

経
験
を
持
つ
（
（
（

。

　

現
在
は
見
る
か
げ
も
な
い
が
、
ハ
ン
ダ
ク
は
一
九
世
紀
に
は
当
時
の
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
重
要
な
商
業
拠
点
で
あ
っ
た
。
ド
ン
ゴ
ラ 

D
ongola 

の
南
方
、
ナ
イ
ル
川
の
西
岸
に
位
置
す
る
同
地
は
、
ダ
ー
ル
・
フ
ー
ル
か
ら
の
隊
商
と
エ
ジ
プ
ト
か
ら
ナ
イ
ル
を
遡
っ
て
く
る

商
船
と
が
出
会
う
地
点
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
町
の
有
力
な
商
人
家
系
と
し
て
は
、
ム
ー
サ
イ
ヤ
ー
ブ al-M

ūsayyāb

︵
ア
ブ
ダ
ッ

ラ
ー
ブ ʻA

bdallahb 

の
一
部
。
ハ
ム
ザ
・
ム
ー
サ
ー H

4am
za M

ūsā

と
そ
の
息
子
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
・
ハ
ム
ザ ‘A

bdallāh H

4am
za 

等
の
商

人
が
有
名
︶、
ハ
サ
ナ
ー
ブ al-H

4asanāb

︵
や
は
り
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
ブ
の
一
部
︶、
そ
し
て
フ
バ
ラ
ー al-K

hubarāʼ

︵
＝
﹁
ハ
ビ
ー
ル 

khabīr

﹂
の
複
数
形
。﹁
ハ
ビ
ー
ル
﹂
は
元
来
は
ダ
ー
ル
・
フ
ー
ル
か
ら
の
隊
商
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
商
人
に
与
え
ら
れ
た
称
号
︶
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
（
（
（

。
こ
れ
ら
の
富
裕
な
家
族
は
、
多
く
の
家
内
奴
隷
を
所
有
し
て
い
た
。
ハ
ン
ダ
ク
に
は
ま
た
、
ハ
ム
ザ
・
ム
ー
サ
ー
と
ア

フ
マ
ド
・
パ
シ
ャ
・
ア
ブ
ー
・
ア
ザ
ー
ン A

h

4m
ad Pasha A

bū A
dhān

︵
一
八
三
八
～
四
三
年
に
か
け
て
の
ス
ー
ダ
ン
総
督
︶
の
共
同

事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
た
、
イ
ン
デ
ィ
ゴ
精
製
工
場
も
存
在
し
た（

（
（

。
こ
れ
は
ア
フ
マ
ド
・
パ
シ
ャ
に
よ
っ
て
︵
商
品
作
物
の
加
工
等
の
た

め
に
︶
ス
ー
ダ
ン
各
地
に
建
設
さ
れ
た
工
場
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
工
場
は
奴
隷
労
働
に
依
存
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る（

（
（

。
ハ
ン

ダ
ク
に
か
な
り
の
数
の
奴
隷
が
存
在
し
た
の
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
の
父
、
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
・
ア
フ
マ
ド ‘A

bd al-Lat

4īf A
h

4m
ad 

は
、
ハ
サ
ナ
ー
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ブ
の
家
系
に
属
す
る
富
裕
な
商
人
ア
フ
マ
ド
・
ハ
サ
ン A

h

4m
ad H

4asan 

の
奴
隷
で
あ
っ
た（

（
（

。
彼
の
名
の
中
の
﹁
ア
フ
マ
ド
﹂
と
は
、
あ

る
い
は
、︵
お
そ
ら
く
は
の
ち
に
彼
が
奴
隷
身
分
か
ら
解
放
さ
れ
た
際
に
︶
こ
の
主
人
に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
は
ヌ
バ
山
地
出
身
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
彼
の
頬
に
は
北
部
ス
ー

ダ
ン
の
シ
ャ
ー
イ
キ
ー
ヤ
部
族 al-Shāyqīya 

の
そ
れ
に
近
い
シ
ュ
ル
ー
フ shulūkh

︵
＝
北
部
の
習
慣
で
、
部
族
的
帰
属
を
示
す
傷
痕
、

﹁
入
墨
﹂︶
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
、
こ
れ
は
彼
が
既
に
北
部
社
会
で
一
定
期
間
生
活
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
他
方
、
ア

リ
ー
の
母
は
、
ア
フ
マ
ド
・
ハ
サ
ン
の
甥
ム
ハ
ン
マ
ダ
イ
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ダ
イ
ン
・
ハ
サ
ン M

uh

4am
m

adayn M
uh

4am
m

adayn H

4asan 

の
奴
隷
で
あ
っ
た（

（
（

。
名
は
サ
ブ
ル al-S

4abr

︵
ア
ラ
ビ
ア
語
で
﹁
忍
耐
﹂︶、
あ
る
い
は
﹁
サ
ブ
ル
・
ザ
イ
ン al-S

4abr Zayn

﹂︵
ア
ラ
ビ
ア
語

で
﹁
忍
耐
は
美
徳
な
り
﹂
の
意
︶
で
あ
っ
た（
（（
（

。
彼
女
は
デ
ィ
ン
カ D

inka

︵
南
部
ス
ー
ダ
ン
最
大
の
住
民
集
団
︶
出
身
で
あ
っ
た
。
ア
ブ

ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
と
の
結
婚
以
前
に
、
彼
女
は
主
人
の
ム
ハ
ン
マ
ダ
イ
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ダ
イ
ン
と
結
婚
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
、

タ
ー
ヒ
ル T

4āhir 

と
い
う
息
子
を
も
う
け
て
い
た（
（（
（

。

　

両
親
の
ハ
ン
ダ
ク
に
お
け
る
生
活
に
つ
い
て
は
、
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
自
身
が
よ
く
知
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
こ

と
を
特
に
恥
じ
た
り
隠
し
た
り
も
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ア
リ
ー
は
の
ち
に
、
妻
の
ア
ー
ッ
ザ
︵
後
述
の
よ
う
に
彼
女
自
身
も
ハ
ン

ダ
ク
と
関
係
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
ハ
ン
ダ
ク
で
暮
ら
し
た
こ
と
は
な
い
︶
に
、
彼
の
異
父
兄
弟
タ
ー
ヒ
ル
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
（
（（
（

。
ま

た
、
友
人
で
あ
り
︵﹁
一
九
二
四
年
革
命
﹂
に
際
し
て
は
同
志
と
な
る
︶
ウ
バ
イ
ド
・
ハ
ー
ッ
ジ
・
ア
ル
・
ア
ミ
ー
ン ̒

U
bayd H

4ājj al-

A
m
īn

の
オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン U

m
m

 D
urm
ān 

の
自
宅
を
訪
ね
る
際
に
は
、
必
ず
ウ
バ
イ
ド
の
母
ア
ル
フ
ァ
・
ブ
ン
ト
・
ア
リ
ー
・
ア
ン
・

ヌ
ー
ル
・
ア
ル
・
ハ
ビ
ー
ル ̒

A
rfa bint ̒

A
lī al-Nūr al-K

habīr 

に
親
し
く
挨
拶
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
ア
ル
フ
ァ
は
︵
そ
の
名
の
示

す
通
り
︶
ハ
ン
ダ
ク
の
富
裕
な
商
人
、
前
述
の
フ
バ
ラ
ー
の
家
系
の
出
身
の
女
性
で
あ
り
、
ア
リ
ー
の
母
を
よ
く
知
っ
て
い
た（
（（
（

。︵
ち
な
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み
に
ア
リ
ー
の
父
の
所
有
者
ア
フ
マ
ド
・
ハ
サ
ン
も
母
方
は
フ
バ
ラ
ー
の
出
身
で
あ
っ
た（
（（
（

。︶　

　

奴
隷
制
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
一
九
世
紀
の
ス
ー
ダ
ン
に
厳
然
と
存
在
し
た
社
会
的
現
実
で
あ
り
、
被
害
者
た
る
奴
隷
の
子
孫
た
ち
も
そ

の
記
憶
と
何
と
か
折
り
合
い
を
つ
け
つ
つ
生
き
て
い
く
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ハ
ン
ダ
ク
の
人
々
は
奴
隷
を
寛
大
に
扱
っ
た
と
さ

れ
る（
（（
（

。
現
在
ハ
ン
ダ
ク
で
、
当
時
の
墓
地
で
は
奴
隷
用
の
区
画
と
自
由
人
用
の
区
画
が
別
々
に
な
っ
て
い
た
様
子
を
目
に
す
る
と
複
雑
な

感
慨
が
湧
く
が
、
こ
れ
も
当
時
と
し
て
は
比
較
的
寛
大
な
待
遇
と
言
え
る
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ス
ー
ダ
ン
で
は
総
督
ア
フ
マ

ド
・
パ
シ
ャ
の
治
世
以
前
は
、
奴
隷
の
死
体
は
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
た
だ
放
置
さ
れ
て
腐
敗
す
る
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ

る
（
（（
（

。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
リ
ー
の
両
親
の
ハ
ン
ダ
ク
に
お
け
る
生
活
は
や
が
て
終
わ
り
を
迎
え
た
。
マ
フ
デ
ィ
ー
運
動
が
起
き
、
旧
体
制
が

崩
壊
し
た
の
で
あ
る
。
富
裕
な
商
人
の
多
く
は
エ
ジ
プ
ト
に
逃
亡
し
た
。
ハ
リ
ー
フ
ァ
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
ヒ
︵
マ
フ
デ
ィ
ー
の
後
継
者
︶

の
も
と
で
マ
フ
デ
ィ
ー
国
家
が
エ
ジ
プ
ト
遠
征
を
計
画
し
た
際
に
は
、
マ
フ
デ
ィ
ー
軍
の
司
令
官
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
フ
マ
ー
ン
・
ア

ン
・
ヌ
ジ
ュ
ー
ミ
ー ̒

A
bd al-R

ah

4m
ān al-N

ujūm
ī 

が
エ
ジ
プ
ト
へ
の
途
上
ハ
ン
ダ
ク
を
通
過
し
、
住
民
を
﹁
ジ
ハ
ー
ド
﹂
に
動
員
し
よ

う
と
す
る
と
い
う
現
象
も
観
察
さ
れ
た（
（（
（

。

　

ど
の
よ
う
な
経
過
だ
っ
た
の
か
正
確
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
は
主
人
ア
フ
マ
ド
・
ハ
サ
ン
の
も
と
を
離

れ
て
、
マ
フ
デ
ィ
ー
国
家
の
ジ
ハ
ー
デ
ィ
ー
ヤ al-jihādīya

︵
奴
隷
出
身
者
を
主
体
と
す
る
火
器
で
武
装
し
た
常
備
軍
︶
に
編
入
さ
れ
た（
（（
（

。

こ
れ
が
主
人
に
よ
る
自
発
的
な
解
放
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
マ
フ
デ
ィ
ー
国
家
体
制
下
の
特
殊
な
政
治
的
・
社
会
的
状
況
に
よ

る
も
の
だ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
つ
い
で
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
は
、
エ
ジ
プ
ト
軍
に
編
入
さ
れ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
も
、

は
た
し
て
彼
が
マ
フ
デ
ィ
ー
軍
か
ら
脱
走
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
た
と
え
ば
両
軍
の
戦
闘
の
結
果
、
捕
虜
と
な
っ
て
エ
ジ
プ
ト
軍
に
編
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入
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
と
サ
ブ
ル
が
い
つ
、
ど
こ
で
結
婚
し
た
の
か
も
分
か
ら
な
い
。

そ
れ
は
彼
が
マ
フ
デ
ィ
ー
軍
に
加
わ
る
以
前
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
サ
ブ
ル
は
夫
に
同
行
し
て
、
は
る
ば
る
ハ
ン
ダ
ク
か
ら
エ
ジ

プ
ト
ま
で
移
動
し
た
の
だ
ろ
う
か
？

　

と
も
あ
れ
、
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
は
一
八
九
六
年
︵
一
八
九
二
年
、
一
八
九
四
年
と
い
う
説
も
あ
る
（
（（
（

︶、
ス
ー
ダ

ン
・
エ
ジ
プ
ト
国
境
の
ワ
ー
デ
ィ
ー
・
ハ
ル
フ
ァ
ー W

ādī H

4alfā 

州
︵
＝
﹁
国
境
州
﹂︶
で
、
エ
ジ
プ
ト
軍
の
ス
ー
ダ
ン
人
大
隊
に
属
す

る
兵
士
の
息
子
と
し
て
生
を
享
け
た
。
ハ
ン
ダ
ク
出
身
の
夫
婦
は
新
生
活
を
始
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

二　

ワ
ー
デ
ィ
ー
・
ハ
ル
フ
ァ
ー

　

ア
リ
ー
の
両
親
が
ワ
ー
デ
ィ
ー
・
ハ
ル
フ
ァ
ー
州
で
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
の
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
父
ア
ブ
ド
・

ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
は
第
十
三
ス
ー
ダ
ン
人
大
隊
、
あ
る
い
は
第
十
五
ス
ー
ダ
ン
人
大
隊
に
属
し
て
い
た
と
さ
れ
る（
（（
（

。
現
在
、
子
孫
ら

は
、
ア
リ
ー
の
生
年
は
﹁
フ
ァ
ル
カ Farka 

の
戦
い
の
年
﹂︵
＝
一
八
九
六
年
︶
だ
っ
た
、
と
記
憶
し
て
い
る（
（（
（

。
家
族
の
間
に
こ
の
よ
う

な
記
憶
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
エ
ジ
プ
ト
軍
と
マ
フ
デ
ィ
ー
国
家
軍
の
間
で
起
き
た
こ
の
有
名
な
戦
い
︵
そ
の
中
で
エ
ジ
プ
ト

軍
の
第
十
三
ス
ー
ダ
ン
人
大
隊
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
︶
に
、
ア
リ
ー
の
父
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
自
身
が
従
軍
し
て
い
た

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い（
（（
（

。

　

ア
リ
ー
が
ワ
ー
デ
ィ
ー
・
ハ
ル
フ
ァ
ー
州
で
生
ま
れ
育
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
二
つ
の
点
で
重
要
で
あ
る
。
第
一
に
こ
れ
は
彼
が
当
初

か
ら
、
す
ぐ
れ
て
軍
事
的
空
気
の
中
で
育
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
当
時
、
同
州
は
ス
ー
ダ
ン
﹁
再
征
服
﹂
を
狙
う
英
・
エ
ジ
プ
ト
軍
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の
最
前
線
で
あ
り
、
ワ
ー
デ
ィ
ー
・
ハ
ル
フ
ァ
ー
の
町
は
軍
事
基
地
と
し
て
急
速
に
変
容
・
再
編
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た（
（（
（

。
ア
リ
ー
の
人
生

は
、
い
わ
ば
そ
の
出
発
点
か
ら
、
軍
隊
と
緊
密
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
第
二
に
、
彼
の
出
生
時
に
そ
の
両
親
の
生
活
が
こ

の
地
で
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
家
庭
に
、
両
親
の
出
身
地
と
さ
れ
る
ヌ
バ
山
地
や
南
部
ス
ー
ダ
ン
の
文
化
・
風
習
、
あ
る
い
は
両

親
が
生
活
し
た
こ
と
の
あ
る
北
部
ス
ー
ダ
ン
の
そ
れ
に
加
え
て
、
エ
ジ
プ
ト
独
特
の
文
化
や
風
習
も
浸
透
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推

測
さ
せ
る
。
エ
ジ
プ
ト
軍
の
ス
ー
ダ
ン
人
大
隊
に
属
し
て
い
た
兵
士
ら
に
関
し
て
は
、
彼
ら
が
エ
ジ
プ
ト
の
風
習
︵
春
の
祭
り
シ
ャ
ン

ム
・
ア
ン
・
ナ
ス
ィ
ー
ム
な
ど
︶
や
食
習
慣
に
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た
、
成
人
後
の
ア
リ
ー
は
、
ス
ー

フ
ィ
ー
教
団
と
し
て
は
ア
フ
マ
ド
・
バ
ダ
ウ
ィ
ー
教
団
に
親
近
感
を
持
っ
て
い
た
ら
し
い（
（（
（

が
、
エ
ジ
プ
ト
の
タ
ン
タ
ー
に
拠
点
を
置
く
同

教
団
は
、
ス
ー
ダ
ン
で
は
さ
ほ
ど
影
響
力
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
エ
ジ
プ
ト
で
暮
ら
し
た
経
験
の
あ
る
南
部
や
ヌ
バ
山
地
出
身
の
兵
士
の
間

で
信
奉
さ
れ
て
い
た（
（（
（

。

　

も
っ
と
も
ワ
ー
デ
ィ
ー
・
ハ
ル
フ
ァ
ー
時
代
の
ア
リ
ー
は
ま
だ
物
心
が
つ
い
た
か
つ
か
な
い
か
の
状
態
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
時
期
の

生
活
が
そ
の
後
の
彼
の
人
生
に
与
え
た
影
響
を
過
大
に
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

一
八
九
八
年
に
ス
ー
ダ
ン
が
最
終
的
に
英
・
エ
ジ
プ
ト
軍
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
る
と
、
ア
リ
ー
の
家
族
は
ス
ー
ダ
ン
に
戻
っ
た（
（（
（

。

三　

ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
へ

　

ま
も
な
く
父
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
は
退
役
し
て
︵
軍
内
で
の
最
終
的
階
級
は
伍
長
で
あ
っ
た
︶、
白
ナ
イ
ル
川
岸
の
町
ド
ゥ

エ
ム al-D

uw
aym

 

へ
と
移
住
し
た
。
当
時
ド
ゥ
エ
ム
郊
外
に
は
、
英
当
局
が
建
設
し
た
、
退
役
兵
士
の
た
め
の
入
植
地
が
存
在
し
た
の



ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
の
生
涯

― （（ ―

で
あ
る
。
少
年
ア
リ
ー
も
両
親
に
同
行
し
た
が
、
ほ
ど
な
く
、
こ
の
土
地
で
は
ほ
と
ん
ど
教
育
の
機
会
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
気
づ
い

た
。
彼
は
首
都
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
に
行
く
こ
と
を
考
え
始
め
、
こ
の
計
画
実
現
の
た
め
、
当
時
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
に
住
ん
で
い
た
彼
の
﹁
母
方

の
お
じ
﹂、
リ
ー
ハ
ー
ン
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
な
る
人
物
に
頼
る
こ
と
に
な
る
（
（（
（

。

　

リ
ー
ハ
ー
ン
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー Rīh

4ān ̒
A

bd A
llāh 

は
バ
フ
ル
・
ア
ル
・
ガ
ザ
ー
ル
州
の
ゴ
グ
リ
ヤ
ル
地
区 G

ogrial 

の
デ
ィ
ン
カ

︵
そ
の
中
の
サ
ブ
・
グ
ル
ー
プ
、
デ
ィ
ン
カ
・
レ
ク D

inka R
ek

︶
の
出
身
だ
っ
た
。
デ
ィ
ン
カ
語
で
の
本
名
は
﹁
ア
タ
ー
ク
・
ル
ー 

A
tāk Rū

﹂
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
多
く
の
南
部
出
身
者
同
様
、
彼
も
奴
隷
狩
り
等
の
結
果
故
郷
か
ら
引
き
離
さ
れ
、
最
終
的
に
エ
ジ
プ

ト
軍
に
編
入
さ
れ
て
、
エ
ジ
プ
ト
に
一
定
期
間
滞
在
し
た
。
の
ち
に
彼
は
将
校
の
位
ま
で
昇
り
つ
め
、
英
・
エ
ジ
プ
ト
軍
に
よ
る
ス
ー
ダ

ン
の
征
服
、﹁
共
同
統
治
﹂
開
始
後
は
バ
フ
ル
・
ア
ル
・
ガ
ザ
ー
ル
州
の
ル
ン
ベ
ク R

um
bek 

の
行
政
官
に
任
命
さ
れ
て
、
社
会
的
に
か

な
り
の
影
響
力
を
持
つ
人
物
と
な
っ
て
い
た
。
ま
だ
エ
ジ
プ
ト
に
い
る
時
分
に
、
彼
は
︵
上
エ
ジ
プ
ト
出
身
の
父
と
デ
ィ
ン
カ
の
母
を
持

つ
︶
女
性
と
結
婚
し
、
フ
サ
イ
ン H

4usayn 
と
い
う
息
子
を
も
う
け
て
い
た
。
こ
の
頃
ま
で
に
は
、
し
か
し
、
彼
は
こ
の
妻
と
は
別
れ
、

︵
や
は
り
デ
ィ
ン
カ
出
身
の
︶
バ
フ
ル
・
ア
ル
・
ワ
ー
ル
デ
ィ
ー B

ah

4r al-W
ārdī 

と
い
う
女
性
と
結
婚
し
て
、
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
の
ブ
ッ
リ

地
区 B

urri 

に
家
族
と
共
に
住
ん
で
い
た
。
裕
福
で
あ
り
、
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
市
内
の
他
の
地
区
に
も
、
も
う
一
軒
の
家
を
所
有
し
て
い

た
（
（（
（

。

　

こ
の
リ
ー
ハ
ー
ン
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
が
ア
リ
ー
に
と
っ
て
厳
密
な
意
味
で
の
﹁
母
方
の
お
じ
﹂︵
＝
母
サ
ブ
ル
の
実
の
兄
弟
︶
だ
っ
た

か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
奴
隷
狩
り
や
戦
争
、
長
距
離
移
動
等
に
よ
っ
て
引
き
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
家
族
の
絆
を
、
長
期
間
に
わ
た
っ

て
維
持
す
る
、
あ
る
い
は
復
元
す
る
こ
と
は
現
実
に
は
か
な
り
難
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。
サ
ブ
ル
と
リ
ー
ハ
ー
ン

は
必
ず
し
も
実
の
兄
妹
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
同
じ
デ
ィ
ン
カ
で
、
せ
い
ぜ
い
同
じ
地
域
の
出
身
者
と
い
う
程
度
の
つ
な
が
り
だ
っ
た
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の
で
は
な
い
か
、
リ
ー
ハ
ー
ン
は
ア
リ
ー
の
︵
広
い
意
味
の
︶﹁
お
じ
﹂
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る（
（（
（

。

　

と
も
あ
れ
、
ア
リ
ー
は
こ
の
人
物
に
頼
る
こ
と
を
決
め
て
ド
ゥ
エ
ム
を
発
ち
、
ひ
と
り
船
に
乗
っ
て
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
ま
で
来
て
、
あ
ち

こ
ち
尋
ね
歩
い
た
末
に
、
よ
う
や
く
ブ
ッ
リ
地
区
の
リ
ー
ハ
ー
ン
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
の
家
に
辿
り
着
い
た
。
リ
ー
ハ
ー
ン
は
こ
の
少
年
を

歓
迎
し
、
ほ
ぼ
同
い
年
だ
っ
た
自
分
の
息
子
フ
サ
イ
ン
と
兄
弟
の
よ
う
に
育
て
始
め
た（
（（
（

。

　

リ
ー
ハ
ー
ン
の
庇
護
の
下
、
ア
リ
ー
は
ま
ず
ブ
ッ
リ
地
区
の
ハ
ル
ワ khalw

a

︵
初
等
ク
ル
ア
ー
ン
学
校
︶
で
教
育
を
受
け
た（
（（
（

。
つ
い

で
ゴ
ー
ド
ン
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
に
進
み
、
そ
の
の
ち
フ
サ
イ
ン
・
リ
ー
ハ
ー
ン
と
共
に
、
陸
軍
士
官
学
校
︵
一
九
〇
五
年
創

立
︶
に
入
学
し
た（
（（
（

。︵
当
時
の
教
育
シ
ス
テ
ム
は
か
な
り
流
動
的
で
あ
り
、
中
等
学
校
程
度
の
教
育
を
行
な
う
ゴ
ー
ド
ン
・
メ
モ
リ
ア
ル
・

カ
レ
ッ
ジ
に
一
、二
年
在
籍
し
て
か
ら
陸
士
に
転
じ
る
例
は
珍
し
く
な
か
っ
た（
（（
（

。︶
陸
士
で
の
成
績
は
良
か
っ
た
よ
う
で
、
一
九
一
三
年
の

卒
業
時
に
は
そ
の
年
の
最
優
秀
学
生
の
た
め
の
﹁
総
督
メ
ダ
ル
﹂
を
授
与
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
ゴ
ー
ド
ン
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
で
学

び
、
陸
軍
士
官
学
校
を
卒
業
し
た
こ
と
で
、
ア
リ
ー
は
当
時
の
ス
ー
ダ
ン
の
知
識
人
層
の
一
員
と
し
て
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
獲
得
し
、
の
ち

に
オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン
の
﹁
学
卒
者
ク
ラ
ブ Nādī al-K

hirrījīn

﹂︵
一
九
一
八
年
創
立
︶
の
メ
ン
バ
ー
と
も
な
っ
た（
（（
（

。

　

奴
隷
出
身
の
両
親
の
間
に
生
ま
れ
な
が
ら
将
校
に
ま
で
な
っ
た
ア
リ
ー
の
こ
の
よ
う
な
経
歴
は
の
ち
に
英
当
局
に
よ
っ
て
、﹁
社
会
の

屑
か
ら
一
足
と
び
に
地
域
社
交
界
の
華
に
な
っ
た
﹂
と
も
言
う
べ
き
出
世
、
異
常
な
社
会
的
上
昇
の
事
例
と
し
て
描
き
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
る（
（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
リ
ー
の
ケ
ー
ス
が
さ
ほ
ど
例
外
的
だ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
英
・
エ
ジ
プ
ト
﹁
共
同
統
治
﹂
初
期
の
首

都
部
︵
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
、
オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン
︶
に
は
、︵
後
述
の
、
ア
リ
ー
の
妻
ア
ー
ッ
ザ
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
マ
フ
デ
ィ
ー
国
家

期
の
﹁
ジ
ハ
ー
デ
ィ
ー
ヤ
﹂
と
も
一
定
の
連
続
性
を
有
す
る
︶
南
部
や
ヌ
バ
山
地
出
身
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
こ



ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
の
生
涯

― （（ ―

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
、
都
市
下
層
民
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
、
植
民
地
支
配
下
の
ス
ー
ダ
ン
で
急
速
に
形

成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
﹁
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ー
ヤ
﹂
層
︵
官
吏
・
軍
将
校
︶、
特
に
将
校
の
、
潜
在
的
供
給
源
を
成
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。﹁
社
会
の
屑
﹂
と
﹁
地
域
社
交
界
の
華
﹂
と
の
距
離
は
、
英
当
局
が
描
き
出
し
た
ほ
ど
遠
く
は
な
く
、
当
時
の
ス
ー
ダ
ン

社
会
は
一
定
程
度
の
流
動
性
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
リ
ー
の
友
人
の
一
人
ザ
イ
ン
・
ア
ル
・
ア
ー
ブ

デ
ィ
ー
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
タ
ー
ッ
ム Zayn al-̒

Ā
bdīn ̒

A
bd al-Tām

m

︵
の
ち
に
﹁
白
旗
同
盟
﹂
の
指
導
的
メ
ン
バ
ー
と
な
る
︶

は
、
や
は
り
デ
ィ
ン
カ
の
奴
隷
出
身
者
の
息
子
で
、
将
校
と
な
っ
た
人
物
だ
っ
た
。
彼
の
場
合
、
そ
の
父
ア
ー
ブ
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ブ
ド
・

ア
ッ
・
タ
ー
ッ
ム
は
エ
ジ
プ
ト
軍
に
編
入
さ
れ
て
軍
内
で
縫
製
の
技
術
を
身
に
つ
け
、
ワ
ー
デ
ィ
ー
・
ハ
ル
フ
ァ
ー
に
し
ば
ら
く
留
ま
っ

た
の
ち
、
一
八
九
八
年
の
征
服
後
に
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
に
来
て
仕
立
屋
を
開
業
し
た（
（（
（

。
こ
の
ア
ー
ブ
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
タ
ー
ッ

ム
の
一
家
と
リ
ー
ハ
ー
ン
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
の
一
家
の
間
に
は
姻
戚
関
係
が
あ
っ
た
た
め
、
学
生
時
代
の
ア
リ
ー
は
休
暇
に
な
る
と
こ
の

仕
立
屋
に
行
っ
て
、
ザ
イ
ン
・
ア
ル
・
ア
ー
ブ
デ
ィ
ー
ン
と
共
に
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
た
め
ア
リ
ー
は
、
長
じ
て
か
ら

も
縫
い
物
が
得
意
で
あ
っ
た（
（（
（

。

四　

ア
ー
ッ
ザ

　

陸
軍
士
官
学
校
を
卒
業
し
、
一
九
一
四
年
に
第
十
一
連
隊
付
の
少
尉
に
任
官
し
た
の
ち
に
、
一
九
一
六
年
三
月
、
ア
リ
ー
は
ア
ー
ッ

ザ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
と
結
婚
し
た
。
こ
の
ア
ー
ッ
ザ
の
社
会
的
背
景
︵
ち
な
み
に
彼
女
は
の
ち
の
﹁
一
九
二
四
年
革
命
﹂

の
際
、
近
代
的
な
意
味
で
の
政
治
行
動
に
始
め
て
参
加
し
た
ス
ー
ダ
ン
人
女
性
の
一
人
と
な
る
︶
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
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う
か
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
ア
ー
ッ
ザ
の
父
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
・
ワ
ド
・
ド
ゥ
ン
ク
ラ
ー
ウ
ィ
ーM

uh

4am
m

ad ̒
A

bdallāh W
ad 

al-D
unqlāw

ī 
も
ま
た
、
ハ
ン
ダ
ク
の
出
身
で
あ
っ
た
。
彼
は
舟
大
工
で
あ
っ
た
。
マ
フ
デ
ィ
ー
国
家
時
代
、
彼
は
マ
フ
デ
ィ
ー
国
家
の

都
オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン
出
身
の
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ハ
サ
ン Fāt

4im
a M

uh

4am
m

ad H

4asan 

と
い
う
女
性
と
結
婚
し
た
。

フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
は
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
ジ
ャ
ア
ー
フ
ィ
ラ
部
族 Ja ‘āfira 

出
身
の
エ
ジ
プ
ト
兵
と
、
デ
ィ
ン
カ
出
身
の
女
性
と
の
間
に
生
ま

れ
た
が
、
母
方
の
親
類
フ
ァ
ド
ル
・
ア
ル
・
マ
ウ
ラ
ー
・
ア
ッ
・
サ
ー
デ
ィ
ク Fad

4l al-M
aw

lā al-S

4ādiq 

が
マ
フ
デ
ィ
ー
軍
の
部
隊
長

︵
ラ
ア
ス
・
ミ
ア ra ’s m

i ’a

＝
﹁
百
人
長
﹂︶
と
し
て
も
、
ま
た
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
サ
ン
マ
ー
ニ
ー
教
団 al-Sam

m
ānīya 

の
シ
ャ
イ
フ
と
し

て
も
知
ら
れ
る
影
響
力
あ
る
人
物
だ
っ
た
た
め
、
幼
少
時
か
ら
、
オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン
の
カ
ー
ラ
地
区 al-Kāra 

に
あ
る
こ
の
人
物
の
家

に
身
を
寄
せ
て
い
た
。
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
と
の
結
婚
後
、
娘
ア
ー
ッ
ザ
が
生
ま
れ
た
。
二
人
が
ど
こ
で
結
婚
し
た
の
か
は
不

明
だ
が
、
夫
が
ハ
ン
ダ
ク
で
暮
ら
す
こ
と
を
望
ん
だ
の
に
対
し
、
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
は
オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン
で
快
適
な
都
市
生
活
を
送
り
続

け
る
こ
と
を
好
ん
だ
と
言
わ
れ
、
こ
れ
が
結
局
は
離
婚
に
つ
な
が
っ
た
。
後
年
、
英
・
エ
ジ
プ
ト
﹁
共
同
統
治
﹂
の
初
期
に
フ
ァ
ー
テ
ィ

マ
は
、
彼
女
の
母
の
﹁
姉
妹
﹂︵
こ
れ
が
厳
密
な
意
味
の
姉
妹
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
ま
た
し
て
も
不
明
で
あ
る
が
︶
の
バ
フ
ル
・
ア
ル
・

ワ
ー
ル
デ
ィ
ー
と
い
う
女
性
が
リ
ー
ハ
ー
ン
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
と
い
う
有
力
な
将
校
︵
＝
ア
リ
ー
の
後
見
人
︶
と
結
婚
し
た
た
め
、
ハ
ル

ト
ゥ
ー
ム
の
ブ
ッ
リ
地
区
の
リ
ー
ハ
ー
ン
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
の
家
に
娘
ア
ー
ッ
ザ
と
共
に
移
っ
た
。
ア
リ
ー
は
こ
の
家
で
、
ア
ー
ッ
ザ
と

出
会
う
こ
と
に
な
る
（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
ア
リ
ー
と
ア
ー
ッ
ザ
と
い
う
夫
妻
は
共
に
、
そ
の
両
親
を
通
じ
て
、
間
接
的
に
で
は
あ
れ
、
ハ
ン
ダ
ク
と

関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
し
か
し
な
が
ら
、︵
元
奴
隷
の
息
子
、
あ
る
い
は
離
婚
女
性
の
娘
、
と
い
っ
た
立
場
か
ら
す
れ
ば
当
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然
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
︶
彼
ら
が
こ
の
北
部
の
共
同
の
﹁
故
郷
﹂
に
対
し
、
強
い
愛
着
を
持
っ
て
い
た
形
跡
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ア

リ
ー
の
両
親
や
ア
ー
ッ
ザ
の
母
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
旧
体
制
の
崩
壊
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
流
動
的
な
社
会
状
況
の
中

で
、
新
し
い
人
生
に
乗
り
出
す
こ
と
を
選
ん
だ
︵
あ
る
い
は
余
儀
な
く
さ
れ
た
︶
範
疇
の
人
々
に
属
し
て
い
た
。

　

他
方
、
ア
リ
ー
の
子
孫
は
現
在
で
は
、
ア
リ
ー
と
ア
ー
ッ
ザ
の
婚
姻
を
、︵
リ
ー
ハ
ー
ン
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
と
い
う
人
物
の
存
在
を
核

に
す
る
形
で
再
構
成
さ
れ
た
︶﹁
親
族
﹂
関
係
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
傾
向
を
持
つ
。
こ
の
説
明
に
よ
る
な
ら
ば
、
ア
ー
ッ
ザ
は
、

ア
リ
ー
の
﹁
母
方
の
お
じ
﹂
の
妻
の
﹁
姉
妹
﹂
の
娘
、
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
ア
リ
ー
の
親
族
の
女
性
、
い
と
こ
と
も
い
う
べ
き
存
在

な
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
、
非
常
に
ゆ
る
や
か
に
辿
ら
れ
た
﹁
親
族
﹂
関
係
で
あ
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
二
人
は
共
に

母
方
で
は
デ
ィ
ン
カ
と
関
係
が
あ
る
が
、
父
方
で
言
う
な
ら
ば
ア
リ
ー
は
ヌ
バ
山
地
出
身
、
ア
ー
ッ
ザ
は
﹁
ハ
ン
ダ
カ
ウ
ィ
ー
ヤ
﹂
で

あ
っ
た
。

　

こ
こ
か
ら
は
、﹁
共
同
統
治
﹂
期
初
期
の
北
部
ス
ー
ダ
ン
の
都
市
部
に
は
、﹁
部
族
﹂
原
理
が
実
際
に
は
も
は
や
機
能
し
な
い
、
複
雑
で

流
動
的
な
社
会
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
は
の
ち
に
英
当
局
に
よ
っ
て
﹁
脱
部
族
化
し
た
黒
人
﹂、
不
安
定

な
﹁
奴
隷
種 slave stock

﹂
の
人
々
の
出
現
、
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
現
象
で
あ
っ
た（
（（
（

。
だ
が
、
こ
う
し
た
流
動
的
状
況
は
実
は
﹁
黒
人
﹂

︵
＝
南
部
や
ヌ
バ
山
地
出
身
者
︶
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
当
時
の
北
部
ス
ー
ダ
ン
社
会
全
般
に
多
か
れ
少
な
か
れ
観
察
さ
れ
た

も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
フ
デ
ィ
ー
運
動
・
マ
フ
デ
ィ
ー
国
家
期
の
経
験
を
経
た
北
部
ス
ー
ダ
ン
社
会
は
、
も
は
や

﹁
部
族
社
会
﹂
で
は
な
か
っ
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
ア
リ
ー
と
ア
ー
ッ
ザ
は
、
当
時
の
ス
ー
ダ
ン
社
会
の
現
実
の
産
物
で
あ
る
新
し
い
家
族
を
形
成
し
た
。
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五　

若
い
将
校

　

一
九
一
六
年
、
ア
リ
ー
が
所
属
し
て
い
た
第
十
一
大
隊
は
ヌ
バ
山
地
の
タ
ロ
デ
ィ T

alodi

に
派
遣
さ
れ
、
ア
リ
ー
も
ア
ー
ッ
ザ
を
伴
っ

て
赴
任
し
た
。
そ
の
後
、
ダ
ー
ル
・
フ
ー
ル
の
フ
ァ
ー
シ
ル al-Fāshir 

に
駐
屯
し
て
い
た
第
九
大
隊
に
転
属
と
な
り
、
約
二
年
を
こ
の

地
で
過
ご
し
た（
（（
（

。

　

こ
の
時
期
の
ア
リ
ー
の
社
会
的
活
動
や
政
治
的
傾
向
に
関
す
る
情
報
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
妻
の
ア
ー
ッ
ザ
は
、
ア
リ
ー

が
こ
の
頃
既
に
あ
る
種
の
使
命
感
、
自
分
に
は
や
り
と
げ
る
べ
き
仕
事
が
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
始
め
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
、
興

味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
フ
ァ
ー
シ
ル
駐
屯
時
代
の
あ
る
夜
、
ア
リ
ー
は
夢
を
見
た
。
夢
の
中
で
彼
は
死

に
、
四
人
の
男
に
よ
っ
て
墓
地
に
運
ば
れ
た
が
、
そ
こ
に
ひ
と
り
の
人
物
が
現
わ
れ
て
男
た
ち
に
尋
ね
た
。﹁
こ
れ
は
誰
か
？
﹂﹁
ア

リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
で
す
﹂
と
彼
ら
は
答
え
た
。
す
る
と
そ
の
人
物
は
、

﹁
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
は
ま
だ
呼
び
に
や
っ
て
い
な
い
。
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
に
は
彼
の

目
的
を
遂
げ
さ
せ
る
が
よ
い
。
彼
に
は
そ
の
目
的
を
遂
げ
さ
せ
よ
。
そ
れ
か
ら
、
そ
れ
か
ら
⋮
⋮
﹂

　

こ
こ
で
ア
リ
ー
は
夢
か
ら
醒
め
た
。
彼
は
身
を
清
め
、
礼
拝
を
し
た
後
で
、
ア
ー
ッ
ザ
に
夢
の
内
容
を
物
語
っ
た
と
い
う（
（（
（

。
ま
た
、

ア
ー
ッ
ザ
に
よ
る
と
、
ア
リ
ー
は
妻
に
対
し
、
将
来
何
か
が
起
き
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
つ
つ
、
こ
う
述
べ
た
。﹁
言
っ
た
ら
、
怖
が
る

だ
ろ
う
﹂。﹁
何
を
怖
が
る
の
？
私
は
死
ぬ
の
？
﹂
と
ア
ー
ッ
ザ
が
訊
く
と
、
ア
リ
ー
は
こ
れ
を
否
定
し
、
そ
れ
か
ら
こ
う
続
け
た
。

﹁
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
国
に
何
か
が
起
き
、
私
は
そ
れ
に
加
わ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
君
も
ま
た
、
私
と
一
緒
に
少
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し
加
わ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う（
（（
（

﹂。

　

陸
軍
士
官
学
校
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
た
ば
か
り
の
若
い
将
校
が
、
過
剰
な
使
命
感
を
持
つ
こ
と
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

ま
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
さ
な
か
と
い
う
当
時
の
時
代
状
況
で
は
、
世
界
の
秩
序
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
︵
ス
︱
ダ
ン

西
部
に
あ
っ
て
も
︶
感
じ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
場
合
、
使
命
感
や
差
し
迫
っ
た
変
化
の
予
感
が
、
夢
と
い

う
、
神
秘
主
義
的
な
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
当
時
の
ダ
ー
ル
・
フ
ー
ル
︵
同
地
は
一
九
一
六
年
に
イ
ギ
リ
ス
に

よ
り
、
第
一
大
戦
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
軍
事
作
戦
の
結
果
と
し
て
征
服
・
併
合
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
︶
に
は
、︵
マ
フ
デ
ィ
ー

概
念
と
も
関
連
の
あ
る
︶﹁
ナ
ビ
ー
・
イ
ー
サ
ー N
abī ʻĪsā

﹂
信
仰
、
あ
る
い
は
マ
フ
デ
ィ
ー
の
遺
児
サ
イ
イ
ド
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ

フ
マ
ー
ン Sayyid ʻA

bd al-R
ah

4m
ān 

は
特
殊
な
使
命
を
帯
び
て
い
る
と
い
う
観
念
︵
こ
れ
は
英
征
服
に
伴
い
、
ダ
ー
ル
・
フ
ー
ル
に
東

部
か
ら
流
入
し
た
も
の
で
あ
っ
た
︶
な
ど
、
神
秘
主
義
的
あ
る
い
は
黙
示
録
的
な
潮
流
が
蔓
延
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
が
ア
リ
ー

に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　

ダ
ー
ル
・
フ
ー
ル
で
の
約
二
年
間
の
勤
務
の
後
、
ア
リ
ー
は
南
部
に
配
属
と
な
り
、
ま
ず
バ
フ
ル
・
ア
ル
・
ガ
ザ
ー
ル
州
の
ル
ン
ベ
ク

で
勤
務
し
、
つ
い
で
シ
ャ
ン
ベ
郡 Sham

be 

の
マ
ー
ム
ー
ル m

a ʻm
ūr

︵
郡
長
︶
を
務
め
た（
（（
（

。
こ
の
約
三
年
間
の
南
部
滞
在
の
間
に
、
ア

リ
ー
は
勤
務
の
か
た
わ
ら
大
量
の
象
牙
を
集
め
、
そ
れ
を
休
暇
中
に
北
部
に
持
ち
帰
っ
て
売
り
さ
ば
き
、
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
に
二
軒
の
家
を

購
入
す
る
と
い
う
才
覚
を
示
し
た（
（（
（

。
結
果
と
し
て
、
父
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
は
ド
ゥ
エ
ム
を
引
き
払
い
、
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
に
来

て
暮
ら
し
始
め
た（
（（
（

。
な
お
、
こ
の
頃
ま
で
に
は
サ
ブ
ル
は
既
に
世
を
去
っ
て
お
り
、
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
は
ラ
フ
マ
・
ジ
ャ
ー

ビ
ル R

ah

4m
a Jābir 

と
い
う
女
性
と
再
婚
し
て
い
た
。
一
九
一
八
年
、
ア
リ
ー
は
中
尉
に
昇
進
し
た
。
同
年
、
ア
ー
ッ
ザ
と
の
間
に
長
女

ニ
ア
マ
ー
ト N

i ʻm
āt 

が
誕
生
し
た
。
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南
部
勤
務
の
後
、
お
そ
ら
く
一
九
一
九
年
頃
に
、
ア
リ
ー
は
ワ
ド
・
マ
ダ
ニ
ー W

ad M
adanī 

の
第
十
四
大
隊
に
転
属
と
な
っ
た
。
こ

れ
が
、
彼
が
将
校
と
し
て
の
特
権
的
な
社
会
的
ス
テ
ー
タ
ス
を
享
受
し
て
い
た
最
後
の
日
々
で
あ
り
、
今
日
彼
の
家
族
た
ち
が
記
憶
し
て

い
る
こ
と
の
多
く
は
お
そ
ら
く
は
こ
の
時
期
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ア
ー
ッ
ザ
に
よ
れ
ば
、
ア
リ
ー
は
少
食
で
あ
り
、
酒
も
タ
バ
コ
も

嗜
ま
ず
、
夜
遅
く
ま
で
読
書
や
書
き
物
を
し
て
い
た（
（（
（

。
チ
ェ
ス
と
乗
馬
を
好
み
、
ア
ブ
ラ
ク A

braq 

と
い
う
名
の
馬
を
持
っ
て
い
た（
（（
（

。

エ
ジ
プ
ト
の
新
聞
に
良
く
目
を
通
し
て
い
て
、
ワ
ド
・
マ
ダ
ニ
ー
屈
指
の
知
識
人
の
一
人
と
し
て
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
り（
（（
（

、
休
暇
中
に
は
ハ

ル
ト
ゥ
ー
ム
に
行
き
、
オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン
の
﹁
学
卒
者
ク
ラ
ブ
﹂
の
会
合
等
に
出
席
し
て
い
た（
（（
（

。︵
一
九
二
一
年
に
は
ア
リ
ー
は
同
ク

ラ
ブ
の
執
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
ク
ラ
ブ
で
﹁
サ
ラ
デ
ィ
ン S

4alāh

4 al-Dīn al-A
yyūbī

﹂
と
い
う
劇
が
上
演
さ
れ
た
際
、
ア

リ
ー
は
そ
の
準
備
に
加
わ
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
ど
う
や
ら
衣
装
担
当
と
し
て
彼
の
縫
製
の
技
術
が
役
立
っ
た
ら
し
い
（
（（
（

。︶
の
ち
に
エ
ジ
プ

ト
共
和
国
の
初
代
大
統
領
と
な
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ナ
ジ
ー
ブ M

uh

4am
m

ad N
ajīb 

は
、
当
時
将
校
と
し
て
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
に
勤
務
し
て
い

て
ア
リ
ー
と
親
交
が
あ
り
︵
ち
な
み
に
彼
は
ス
ー
ダ
ン
で
育
ち
、
ゴ
ー
ド
ン
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
で
学
ん
だ
人
物
で
あ
る
︶、
ア

リ
ー
の
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
の
家
を
し
ば
し
ば
訪
れ
て
い
た
。
ア
ー
ッ
ザ
は
こ
の
夫
の
友
人
の
た
め
に
、
エ
ジ
プ
ト
風
に
い
れ
た
コ
ー
ヒ
ー

︵
＝
﹁
カ
フ
ア
・
マ
ズ
ブ
ー
ト
﹂︶
を
出
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る（
（（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
若
い
ス
ー
ダ
ン
人
エ
リ
ー
ト
と
し
て
の
ア
リ
ー
の
こ
の
よ
う
な
生
活
は
、
そ
の
後
、
彼
が
政
治
活
動
に
身
を
投
じ
る

中
で
大
き
く
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

︵﹁
上
﹂
の
終
わ
り
︶

︻
付
記
︼
本
稿
は
筆
者
が
ア
ラ
ビ
ア
語
で
刊
行
し
たYoshiko K

urita, ‘A
lī ‘A

bd al-La t
4īf w

a T
haw

ra 1924, al-Qāhira: M
arkaz al-D

irāsāt 
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al-Sūdānīya, （（（（ 

の
主
と
し
て
第
三
章
の
内
容
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
日
本
語
読
者
の
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ
る
加
筆
・
整
理
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
（　

栗
田
禎
子
﹃
近
代
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
体
制
変
動
と
民
族
形
成
﹄
大
月
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
第
二
部
第
二
章
。
ま
た
、Yoshiko K

urita, “ T
he 

Concept of N
ationalism

 in the W
hite Flag League M

ovem
ent”  in M

ahasin A
bdel H

ag A
l Safi ( ed.), T

he N
ationalist M

ovem
ent in the Sudan, 

U
niversity of K

hartoum
, Institute of A

frican and A
sian Studies, （（（（, pp. （（-（（.

（　

栗
田
禎
子
﹁
ス
ー
ダ
ン
近
現
代
史
上
に
お
け
る
﹁
脱
部
族
化
し
た
黒
人
﹂
の
役
割
に
関
す
る
予
備
的
考
察
﹂﹃
東
京
都
立
大
学
人
文
学
報
︵
歴
史
︶﹄

二
三
八
号
、
一
九
九
三
年
。

（　

ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
の
国
立
文
書
館
︵N
R

O

︶
所
蔵　

K
ordofan （/（（/（0 : Intelligence – Future Status of the Sudan : Political A

ctivities of 

V
arious Persons, Letter from

 the Civil Secretary to the G
overnor of K

ordofan, （ A
pril. （（（（. 

後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
報
告
書
に
含
ま
れ
る
デ
ー

タ
の
か
な
り
の
部
分
は
、
筆
者
が
一
九
九
五
年
に
ス
ー
ダ
ン
で
行
な
っ
た
調
査
・
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
結
果
、
正
確
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（　

H

4usayn ‘A
lī M

u h

4am
m

ad Ibrāhīm
 ︵

ハ
ン
ダ
ク
出
身
︶
と
の
一
九
九
五
年
二
月
一
〇
日
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
に
お
け
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。
な
お
、

M
ūsayyāb 

は
﹁M

ūsā 

の
子
ら
﹂、H

4asanāb 

は
﹁H

4asan
の
子
ら
﹂
の
意
。
語
尾
の 

“—āb

” は
﹁︵
誰
そ
れ
の
︶
子
ら
﹂
を
示
す
接
尾
辞
で
、
共
通

の
先
祖
を
持
つ
血
族
集
団
を
指
す
、
北
部
ス
ー
ダ
ン
独
特
の
表
現
で
あ
る
。
ム
ー
サ
イ
ヤ
ー
ブ
と
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
・
ハ
ム
ザ
の
経
歴
に
関
し
て
は
、

A
nders B

jφrkelo, Prelude to the M
ahdiyya : Peasants and T

raders in the Shendi R
egion,  1821-1885, Cam

bridge U
niversity Press, 

参
照
。

（　

H

4usayn ʻA
lī M

u h

4am
m

ad Ibrāhīm
 

と
の
一
九
九
五
年
二
月
一
〇
日
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。
ハ
ン
ダ
ク
の
人
々
は
こ
の
工
場
を
﹁
ケ
ー
ラ
ハ
ー
ナ
﹂︵
ト

ル
コ
語
の 

“kârhāne

”、
す
な
わ
ち
﹁
工
場
﹂
の
訛
っ
た
形
︶
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
。H

4usayn ̒
A

lī M
u h

4am
m

ad Ibrāhīm
 

は
こ
の
情
報
を
、
ス
ラ

イ
マ
ー
ン
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
・
ハ
ム
ザ
︵
ハ
ム
ザ
・
ム
ー
サ
ー
の
孫
。
一
九
九
一
年
没
︶
か
ら
聞
い
た
と
い
う
。M

uh

4am
m

ad ‘A
bd al-R

a h

4īm
, al-
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N
idā’ fī D

af‘ al-Iftirāʼ

︵
欺
瞞
の
論
駁
の
呼
び
か
け
︶,al-Qāhira, （（（（, p.（（（ 

を
も
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
工
場
の
跡
は
、
一
九
九
五
年
二
月
～
三

月
に
筆
者
が
ハ
ン
ダ
ク
を
訪
れ
た
際
も
ま
だ
識
別
可
能
で
あ
っ
た
。

（　

M
u h

4am
m

ad ‘A
bd al-R

a h

4īm
, op.cit; R

ichard Lepsius, Letters from
 E

gypt, E
thiopia, and the Peninsula of Sinai , London, （（（（, pp. （（（-（（（, 

（（0-（（（ ; R
ichard H

ill, E
gypt in the Sudan 1820-1881, London, （（（（,  pp.（（-（（, p.（（.

（　

K
ordofan （/（（/（0, Letter from

 the Civil Secretary,（ A
pril. （（（（. 

ま
た
、
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
・
ハ
ム
ザ
に
対
し M

u st4
4afā A

. 

‘A
lī 

が
一
九
八
七
年
九
月
に
行
な
っ
た
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
録
︵
こ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
録
音
記
録
は
ベ
ル
ゲ
ン
大
学
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、A

nders 

B
jφrkelo

博
士
の
厚
意
に
よ
り
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
。︶
さ
ら
に
、al- S

4abr Q
asam

 A
llāh Fad

4l al-Sayyid 

に
対
し
筆
者
が
行
な
っ
た
一
九
九
五
年

二
月
一
〇
日
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
で
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

（　

M
u h

4am
m

ad H

4usayn Rī h

4ān ︵
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
の
娘
婿
︶
と
の
一
九
八
六
年
二
月
一
〇
日
オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン
に
お
け

る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

（　

K
ordofan （/（（/（0 , Letter from

 the Civil Secretary,（ A
pril. （（（（. al- S

4abr Q
asam

 A
llāh Fa d

4l al-Sayyid 

と
の
一
九
九
五
年
二
月
一
〇
日
の
イ

ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

（0　

D
urrīya M

u h

4am
m

ad H

4usayn 

と
の
一
九
八
六
年
二
月
五
日
オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン
に
お
け
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。al- S

4abr Q
asam

 A
llāh Fa d

4l al-

Sayyid 

と
の
一
九
九
五
年
二
月
一
〇
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。
こ
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
女
性　

al-S

4abr 

の
母　

al- S

4i hh4
4a Zayn

︵
文
字
通
り
に
は

﹁
健
康
は
美
徳
﹂
の
意
︶
と
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
の
母　

al- S

4abr Zayn ︵﹁
忍
耐
は
美
徳
﹂
の
意
︶
は
共
に
、
ム
ハ
ン
マ
ダ
イ
ン
・

ム
ハ
ン
マ
ダ
イ
ン
の
家
に
仕
え
て
い
た
。
こ
の
女
性
が al- S

4abr 

と
名
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
母
の
同
僚
だ
っ
た
ア
リ
ー
の
母
サ
ブ
ル
に
ち
な
ん
で
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

（（　

al-S

4abr Q
asam

 A
llāh Fa d

4l al-Sayyid 

と
の
一
九
九
五
年
二
月
一
〇
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。
こ
の
タ
ー
ヒ
ル
は
一
族
の
中
で
は
﹁
ワ
ド
・
ア

ル
・
ジ
ャ
ン
ガ
ー
ウ
ィ
ー
ヤ W

ad al-Jangāw
īya

﹂︵
＝
﹁ 

デ
ィ
ン
カ
女
の
息
子
﹂
の
意
︶
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。A

h

4m
ad H

4asan 

“Khayrī

” 
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M
u h

4am
m

adayn 

と
の
一
九
九
五
年
三
月
一
日
ハ
ン
ダ
ク
に
お
け
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

（（　
Salw

a M
u h

4am
m

ad H

4usayn 

と
の
一
九
九
五
年
一
月
二
七
日
、
三
月
一
一
日
オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン
に
お
け
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

（（　

一
九
九
五
年
五
月
四
日
付
の al-K

hart

4ūm
 

紙
︵
発
行
地
カ
イ
ロ
︶
掲
載
のM

ahā ̒
A

bd A
llāh H

4am
ad H

4ājj al-A
m
īn 

筆
の
記
事
。
ま
た
、ʻ

A
bd 

A
llāh H

4am
ad H

4ājj al-A
m
īn 

の
一
家
に
対
し
筆
者
が
行
な
っ
た
一
九
九
五
年
七
月
二
日
カ
イ
ロ
で
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

（（　

彼
女
の
名
は
﹁
ダ
ー
ラ
・
ビ
ン
ト
・
ア
ル
・
ハ
ビ
ー
ル
﹂
も
し
く
は
﹁
ダ
ー
ラ
・
ビ
ン
ト
・
ア
リ
ー
・
ア
ル
・
ハ
ビ
ー
ル
﹂
と
し
て
記
憶
さ
れ

て
い
る
。ʻ

A
w

ad al-K
arīm

 ̒
A

bd al-G
hanī H

4asan 

と
の
一
九
九
五
年
二
月
九
日
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
に
お
け
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。
ま
た
、
ハ
ン
ダ
ク
の

ʻ
A

bd al- H

4afīz M
u h

4am
m

ad ̒
A

bd A
llāh 

に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
系
図
︵
一
九
九
五
年
三
月
に
閲
覧
︶。

（（　

ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
・
ハ
ム
ザ
に
対
し M

u st4
4afa A

. ̒
A

lī 

が
一
九
八
七
年
九
月
に
行
な
っ
た
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
録
。

（（　

H
ill, op.cit., p.（（, n.（.

（（　

ヌ
ジ
ュ
ー
ミ
ー
が
ハ
ン
ダ
ク
に
来
た
際
、
彼
はIlyās A

h

4m
ad H

4asan ︵
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
の
父
の
主
人
の
息
子
︶
の
家
に

逗
留
し
た
。︵
ハ
ン
ダ
ク
に
残
る
資
料
、“M

ashrū ‘ T
a ‘m
īr al-K

handaq ” 

と
題
さ
れ
た
文
書
よ
り
︶。
ヌ
ジ
ュ
ー
ミ
ー
は
ハ
ン
ダ
ク
の
住
民
の
大
半
を 

D
ongola al-̒

U
r d

4ī 

の
軍
事
基
地
に
移
動
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
た
め
に
町
の
二
つ
の
モ
ス
ク
の
屋
根
を
運
び
去
っ
た
、
と
も
言
わ
れ
る
。

ʻ
A

bd A
llāh Yāsīn M

u st4
4afā 

と
の
一
九
九
五
年
三
月
二
日
ハ
ン
ダ
ク
に
お
け
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

（（　

K
ordofan （/（（/（0, Letter from

 the Civil Secretary, （ A
pril. （（（（.

（（　

彼
の
生
年
は
孫
娘
のD

urrīya M
u h

4am
m

ad H

4usayn 

に
よ
れ
ば
一
八
九
六
年
で
あ
る
︵
一
九
八
六
年
二
月
五
日
オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン
に
お
け
る
同

人
と
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
︶。
こ
れ
に
対
し
、
一
八
九
二
年
と
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、K

hadīja Zurūq, M
aw

su‘a Shakhs

4īyāt T
haw

ra 1924

︵（（（（

年
革
命
人
名
録
︶, al-K

har t

4ūm
, n.d., p.（（ 

お
よ
び ‘A

bd al- H

4am
īd Ibrāhīm

 ‘A
bd al-R

a h

4m
ān, al-Za ‘īm

 ‘A
lī ‘A

bd al-Lat

4īf ︵
指
導
者
ア
リ
ー
・
ア
ブ

ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
︶, al-Qāhira, （（（0, p.（（ 

が
あ
る
。
他
方
、
英
当
局
は
彼
は
﹁
一
九
二
四
年
革
命
﹂
当
時
三
〇
歳
だ
っ
た
と
し
て
お
り
、

こ
れ
に
従
え
ば
生
年
は
一
八
九
四
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。Saeed M

oh. A
hm

ed el M
ahdi (ed.), T

he W
hite Flag League T

rials, D
ocum

entation 
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Centre, Institute of A
frican and A

sian Studies in Collaboration w
ith the D

epartm
ent of Private Law

, U
niversity of K

hartoum
, K

hartoum
, 

（（（（, p.（.
（0　

K
ordofan （/（（/（0 , Letter from

 the Civil Secretary, （ A
pril. （（（（.

（（　

D
urrīya M

u h

4am
m

ad H

4usayn 

と
の
一
九
九
五
年
一
二
月
一
日
オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン
に
お
け
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

（（　

フ
ァ
ル
カ
の
戦
い
に
関
し
て
は
、 N

a ‘ūm
 Shuqayr (ed: M

u h

4am
m

ad Ibrāhīm
 A

bū Salīm
), T

a’rīkh al-Sūdān ︵
ス
ー
ダ
ン
史
︶, B

ayrūt, （（（（, 

p.（（0　

参
照
。

（（　

B
.R

. M
itford, “E

xtracts from
 the D

iary of a Subaltern on the N
ile in the E

ighties and N
ineties”, Sudan N

otes and R
ecords, Vol.X

V
III, Part 

II, 1935, pp.173-174.

（（　

‘A
bbā s A

h

4m
ad M

uh

4am
ad Q

adah
4 al-D

am
 

と
の
一
九
八
七
年
二
月
一
三
日
オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン
に
お
け
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。
彼
に
よ
れ
ば
、
エ

ジ
プ
ト
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
て
二
〇
世
紀
初
頭
に
オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン
の
ア
ッ
バ
ー
ス
ィ
ー
ヤ
地
区
に
住
み
つ
い
た
ス
ー
ダ
ン
人
兵
士
た
ち
︵
こ
の

地
区
名
自
体
が
彼
ら
の
兵
舎
が
あ
っ
た
カ
イ
ロ
の
街
区
名
に
由
来
す
る
と
い
う
︶
が
エ
ジ
プ
ト
風
の
生
活
様
式
や
食
習
慣
を
持
ち
帰
っ
た
。

（（　

Jā m
i ‘a al-K

hart

4ū
m

, M
a‘had al-D

irā sā t al-A
frīqīya w

a al-Ā
siyaw

ī ya, M
arkaz al-T

aw
thī q, al-R

iw
āyāt al-Shafaw

īya li-T
huw

w
ār （（（（  

︵
一
九
二
四
年
革
命
参
加
者
た
ち
の
述
懐
。
以
後
、al-R

iw
āyāt 

と
略
記
︶, Vol.II 

所
収
のal- ‘Ā

zza M
uh

4am
m

ad ‘A
bd A

llā h ︵
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・

ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
の
妻
︶
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
記
録,

、p.（（（.

（（　

J. Spencer T
rim

ingham
, Islam

 in the Sudan, 3rd im
pression, London, （（（（, p.（（（, n.（. 

ち
な
み
に
ア
リ
ー
の
﹁
母
方
の
お
じ
﹂
で
兵
士
と
し
て

エ
ジ
プ
ト
に
滞
在
し
た
経
験
を
持
つ
リ
ー
ハ
ー
ン
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
︵
後
述
︶
も
ま
た
、
ア
フ
マ
ド
・
バ
ダ
ウ
ィ
ー
教
団
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
と
い

う
。M

uh

4am
m

ad H

4usayn Rī h

4ā n 

と
の
一
九
八
六
年
二
月
一
七
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。
ま
た
、
ア
リ
ー
が
ア
フ
マ
ド
・
バ
ダ
ウ
ィ
ー
教
団
に
触
れ
た

の
は
、
一
家
が
ス
ー
ダ
ン
に
戻
っ
た
後
に
定
住
し
た
白
ナ
イ
ル
の
町
ド
ゥ
エ
ム
︵
後
述
︶
で
の
こ
と
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
ド
ゥ
エ
ム
に
は
上
エ

ジ
プ
ト
か
ら
ス
ー
ダ
ン
に
移
住
し
て
き
た
ジ
ャ
ア
ー
フ
ィ
ラ
部
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
存
在
し
た
が
、
彼
ら
の
間
で
最
も
影
響
力
を
持
つ
教
団
は
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ア
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ア
フ
マ
ド
・
バ
ダ
ウ
ィ
ー
教
団
だ
っ
た
。

（（　
M

uh

4am
m

ad H

4usayn Rī h

4ā n 

と
の
一
九
八
六
年
二
月
一
〇
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

（（　

M
uh

4am
m

ad H

4usayn Rī h

4ā n 

と
の
一
九
八
六
年
二
月
一
〇
日
、
一
九
九
五
年
一
月
二
七
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

（（　

M
uh

4am
m

ad H

4usayn Rī h

4ā n 

と
の
一
九
八
六
年
二
月
一
〇
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。
リ
ー
ハ
ー
ン
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
は
さ
ら
に
詳
し
く
は
、 D

inka 

R
ek 

の
中
の A

w
an 

と
い
う
グ
ル
ー
プ
︵
居
住
地
は
ゴ
グ
リ
ヤ
ル
の
北
の Panlit 

村
︶
に
属
し
て
い
た
と
い
う
。
彼
の
本
名
お
よ
び
出
身
に
関
す
る
こ

れ
ら
の
情
報
は
、
一
九
七
〇
年
代
にM

uh

4am
m

ad H

4usayn Rī h

4ā n 

の
も
と
に
、
南
部
か
ら
来
た
デ
ィ
ン
カ
青
年
︵
フ
ラ
ン
シ
ス
と
い
う
名
で
、
リ
ー

ハ
ー
ン
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
の
親
類
だ
と
主
張
し
て
い
た
︶
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。M

uh

4am
m

ad H

4usayn Rī h

4ā n 

と
の
一
九
九
五
年
一
二
月
一
日

の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

（0　

サ
ブ
ル
自
身
が D

inka R
ek 

の
出
身
だ
っ
た
と
い
う
情
報
も
あ
る
。
一
九
八
四
年
に
南
部
で
勤
務
し
て
い
た
北
部
人
の
軍
人
は
、
当
時
の
バ
フ
ル
・

ア
ル
・
ガ
ザ
ー
ル
州
の
知
事 G

abriel M
athiang ︵
ル
ン
ベ
ク
出
身
。D

inka A
gar 

の
出
︶
か
ら
、
ア
リ
ー
・
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
テ
ィ
ー
フ
の
母
は 

M
ashra‘a  Shōl

︵M
ashra‘a  R

iqq 

の
別
名
）
出
身
の D

inka R
ek 

だ
と
聞
い
た
と
い
う
。
た
だ
し
、G

abriel M
athiang 

が
こ
の
時
既
に
リ
ー
ハ
ー
ン
・

ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
と
サ
ブ
ル
は
兄
妹
だ
と
い
う
説
を
知
っ
て
お
り
、
そ
の
知
識
を
踏
ま
え
た
上
で
、︵
サ
ブ
ル
で
は
な
く
リ
ー
ハ
ー
ン
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー

に
つ
い
て
︶
自
分
が
知
っ
て
い
る
こ
と
を
語
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

（（　

M
u h

4am
m

ad H

4usayn Rī h

4ān 

と
の
一
九
八
六
年
二
月
一
〇
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。
な
お
、K

ordofan （/（（/（0 

所
収
の
報
告
書
で
は
英
当
局
は
、
ア

リ
ー
は Rī h

4ān H

4annā 

と
い
う
名
の
オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン
の
商
店
主
に
引
き
取
ら
れ
て
い
た
、
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
、“ Rī h

4ān” 

と
い
う
名
前
の
た
め
に
生
じ
た
単
な
る
混
同
、
人
違
い
の
よ
う
で
あ
る
。
ア
リ
ー
の
家
族
か
ら
は
、Rī h

4ān H

4annā  

な
る
人
物
に
関
す
る
情
報
は

一
切
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
商
人
が
オ
ム
ド
ゥ
ル
マ
ー
ン
に
実
在
し
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。‘A

bbās A
h

4m
ad M

uh

4am
ad 

Q
adah

4 al-D
am

 

と
の
一
九
九
五
年
二
月
二
五
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

（（　
﹁
ハ
ル
ワ
﹂
は
元
来
ス
ー
フ
ィ
ー
の
修
行
所
を
指
す
が
、
ス
ー
ダ
ン
の
場
合
、
初
等
ク
ル
ア
ー
ン
学
校
を
兼
ね
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
ハ
ル
ワ
は
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﹁al- Shaykh K
halīfa S

4ālīh

4 

の
ハ
ル
ワ
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

（（　
M

uh

4am
m

ad H

4usayn R
īh

4ān 

と
の
一
九
八
六
年
二
月
一
〇
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。
陸
軍
士
官
学
校
で
は
ア
リ
ー
は
フ
サ
イ
ン
の
一
年
上
級
で
あ
っ

た
。

（（　

た
と
え
ば al-R

iw
āyāt, Vol.I, p.130 

の H

4usayn Ism
ā ‘īl al-M

uftī 

の
証
言
参
照

（（　

Y
usuf B

edri, Peter H
ogg (tr. and ed.), T

he M
em

oirs of B
abikr B

adri V
olum

e 2, London, （（（0 

所
収
の G

.N
. Sanderson 

に
よ
る
解
説
序
文
、

p.（（, n.（（（  

参
照
。

（（　

Sulaym
ān K

isha, Sūq al-D
hikriyāt ︵

想
い
出
の
市
︶ , U
m

m
 D

urm
ān, （（（（, p.（0（.

（（　

F.O
.371/10905, N

o.1901 R
eport on Political A

gitation in the Sudan, p.（.

（（　

M
uh

4am
m

ad Ā
dam

 A
dham

 

（Zayn al-‘Ā
bdin 

の
甥
で
娘
婿
︶
と
の
一
九
八
六
年
二
月
一
七
日
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
に
お
け
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。
ザ
イ

ン
・
ア
ル
・
ア
ー
ブ
デ
ィ
ー
ン
の
母
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
は
元
来
は
北
部
の
、
ハ
ト
ミ
ー
教
団
と
も
関
係
の
深
い
家
系
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
マ
フ
デ
ィ
ー

運
動
の
勝
利
後
、
ハ
リ
ー
フ
ァ
・
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
ヒ
が
エ
ジ
プ
ト
遠
征
を
試
み
た
際
に
、
一
家
は
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
ラ
フ
マ
ー
ン
・
ア
ン
・
ヌ
ジ
ュ
ー

ミ
ー
率
い
る
遠
征
軍
に
同
行
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ヌ
ジ
ュ
ー
ミ
ー
軍
の
敗
北
後
、
彼
ら
は
エ
ジ
プ
ト
軍
の
捕
虜
と
な
っ
て
ワ
ー
デ
ィ
ー
・

ハ
ル
フ
ァ
ー
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
は
こ
こ
で
ア
ブ
ド
・
ア
ッ
・
タ
ー
ッ
ム
と
出
会
い
、
結
婚
し
た
と
い
う
。

（（　

D
urrīya M

uh

4am
m

ad H

4usayn 

と
の
一
九
八
六
年
二
月
七
日
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。
ま
た
、
ア
リ
ー
は
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ム
の
英
人
ク
ラ
ブ
の
外
で
会
員

た
ち
の
馬
の
番
を
す
る
こ
と
で
小
遣
い
稼
ぎ
を
し
て
い
た
と
す
る
説
も
あ
る
。F.O

.（（（/ （00（（, N
o.（（（（, D

isturbances in the Sudan, p.（（. 

し
か

し
、
こ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
英
当
局
に
よ
り
流
布
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
ア
リ
ー
の
家
族
は
強
く
否
定
し
て
い
る
。

（0　

al-‘Ā
zza M

uh

4am
m

ad ‘A
bd A

llāh 

お
よ
び D

urrīya M
uh

4am
m

ad H

4usayn 
に
対
し
、筆
者
が
一
九
八
六
年
二
月
五
日
に
行
な
っ
た
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
。

ま
た
、M

uh

4am
m

ad H

4usayn R
īh

4ān 

と
の
一
九
八
六
年
二
月
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お
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The Life of  ‘Alī ‘Abd al-Lat. īf  : 
An Attempt to Analyze the Social Background

of  the Sudanese 1924 Revolution

（Part I）

Yoshiko KURITA

‘Alī ‘Abd al-Lat
4

īf  (c. 1896~1948), an ex-officer, was a leader of  the “1924 

Revolution”, which is generally regarded as the first “nationalist” movement ( in the 

modern sense) against British imperialism in Sudan. He led a political organization 

called the “White Flag League”, which played a central role in the course of  the 

political developments in 1924.

He belonged, at the same time, in terms of  origin, to what the British colonial 

authorities described as the “negroid but de-tribalized” people, i.e. a people of  “ex-slave” 

origin from the South or the Nuba Mountains, living inside the Northern society.

Since a detailed account of  the life of  this person seems indispensable for the 

understanding of  modern Sudanese history (both for the study of  the nature of  

“Sudanese nationalism” he and his colleagues advocated, and for the study of  the 

social realities which existed behind these political phenomena), this article tries to 

present, as far as possible, a comprehensive picture of  the life of  ‘Alī ‘Abd al-Lat
4

īf. It 

relies mainly on two sources, i.e. the official reports prepared by the British colonial 

authorities on the one hand, and the interviews with the relatives and acquaintances 

of  ‘Alī ‘Abd al-Lat
4

īf, which were carried out by the writer of  present article in Sudan 

during the years 1986~1995, on the other hand.

The present article, which constitutes the first part of  the whole work, starts 

by examining the social background of  his parents. Then it proceeds to examine the 

circumstances surrounding his early life, education, and marriage, covering the period 

until the end of  the First World War, approximately. 




